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(1)後援文部科学省（予定）の（予定）をとる
(2)主催はJAMSTECだけにする
(3)問い合わせ先
海洋研究開発機構　研究支援部
（担当：今村・菊池）
TEL&FAX昨年と同じ
E-mail:rigc-sympo2009@jamstec.go.jp
http:こちらは共田さんに確認お願いします。
＜裏＞
(4)地球温暖化とは別のもう一つの二酸化炭素問題、「海洋酸性化」とは何か。
その意味と実態、そして私たち人間生活への影響、特に海洋の生態系への影響につい
て
最新の研究成果をご紹介します。
(5)問い合わせ先は(3)と同じ
(6)参加申込書の「地球環境フロンティア研究センター行き」を
「海洋研究開発機構　研究支援部行き」にする。

2009年8月6日（木）
13：00～17：30（開場12:30）13：00～17：30（開場12:30）

海洋酸性化
～生態系への影響～

海洋酸性化とは何か
才野 敏郎

海が酸性化すると生態系はどうなる？
千葉 早苗

海洋酸性化の実態
村田 昌彦

地球史における酸性化イベントと生物
原田 尚美

海洋酸性化の予測
石田 明生　
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海洋研究開発機構　研究支援部
（担当：今村・菊池）

独立行政法人海洋研究開発機構

rigc-sympo2009@jamstec.go.jprigc-sympo2009@jamstec.go.jp
http://www.jamstec.go.jp/rigc/j/sympo/2009/http://www.jamstec.go.jp/rigc/j/sympo/2009/
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2009年8月6日（木）

独立行政法人海洋研究開発機構



化石燃料の燃焼により大気中に増加した二酸化炭素は、地球温暖化をもたらしているだけではなく、海水に溶け込んで海水の化

学的性質を変えつつあります。当講演会ではこの問題に焦点をあて、「海洋酸性化」とは何か？を解説し、酸性化の実態と海洋生態

系への影響について研究成果を紹介するとともに、私たち社会への影響についても皆さんと一緒に考えたいと思います。

●プログラム

13:00～13:05　　開会のご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　加藤 康宏   （海洋研究開発機構　理事長）　

13:05～13:10　　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　深澤 理郎   （海洋研究開発機構　地球環境変動領域長）

13:10～13:40　　海洋酸性化とは何か　　　　　　　　　　　　　才野 敏郎   （海洋研究開発機構　地球環境変動領域　物質循環研究プログラム）

13:40～14:10　　海が酸性化すると生態系はどうなる？　　　　　千葉 早苗   （海洋研究開発機構　地球環境変動領域　物質循環研究プログラム）

14:10～14:40　　海洋酸性化の実態　　　　　　　　　　　　　　村田 昌彦   （海洋研究開発機構　地球環境変動領域　海洋環境変動研究プログラム）

14:40～15:30　　休憩・ポスター展示

15:30～16:00　　地球史における酸性化イベントと生物　　　　　　　原田 尚美   （海洋研究開発機構　地球環境変動領域　物質循環研究プログラム）
　
16:00～16:30　　海洋酸性化の予測　　　　　 　　　　　　　　　石田 明生   （海洋研究開発機構　地球環境変動領域　物質循環研究プログラム）

16:30～17:20　　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　杉崎 宏哉   （水産総合研究センター　中央水産研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Lindsay Dhugal   （海洋研究開発機構　海洋・極限環境生物圏領域）　
　　
17:20～17:30　　閉会のご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　深澤 理郎   （海洋研究開発機構　地球環境変動領域長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合司会    室山 哲也（NHK解説主幹）

会場ロビーにおいて最新の研究トピックスを紹介するパネル展示を行います。
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東京都渋谷区神宮前5‐53‐70

※会場へは公共の交通機関をご利用ください。

海洋研究開発機構　研究支援部

（担当：今村・菊池）

TEL：045-778-5700　FAX：045-778-5497

E-mail：rigc-sympo2009@jamstec.go.jp

http://www.jamstec.go.jp/rigc/j/sympo/2009/

●お問い合わせ先

2009年8月6日（木）13：00～17：30（開場12：30）

●開催日時

下記事項をご記入の上、FAX045-778-5497宛にお送り下さい。電子メールにて受講票を返送致しますので、当日お持ち下さい。
※FAXで返送をご希望の場合は、下記欄にチェックの上、必ずFAX番号を送信して下さい。

参加申込書

※お申し込みは本紙1枚につき1名様でお願いいたします。

ホームページからもお申込みいただけます。 http://www.jamstec.go.jp/rigc/j/sympo/2009/

FAX:045-778-5497　海洋研究開発機構　研究支援部行き

フリガナ

ご氏名

ご所属

ご住所

E-mail

電話番号 FAX
□FAXでの返送を希望

【個人情報の取扱いについて】
　　お預かりする個人情報は、独立行政法人海洋研究開発機構個人情報保護管理規程に基づき安全かつ適正に取り扱い、
　　本講演会に関するご案内・お問い合わせのためのみに使用します。
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